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天然アシルスペルミジンを基盤とする新規病害抵抗性誘導剤の開発 
 

１ 代表機関・研究統括者 

国立大学法人 東京大学 浅見 忠男  
 

２ 研究期間：令和５年度～令和９年度（５年間） 
 

３ 研究目的 

植物の免疫機構を活性化する抵抗性誘導剤が活用できていない園芸作物等の作

物においても利用できる新規抵抗性誘導剤を開発する。 
 

４ 研究内容及び実施体制 

①  アシルスペルミジン類縁体の構造展開と作用機構の解明 

新規抵抗性誘導剤の特許請求範囲の拡大を図るとともに、化学合成による低

コスト製造方法を確立する。 
（東京大学） 

②  園芸作物での作用機構解析 

トマト等の園芸作物の地上部の病害および難防除病害である土壌病害に対す

る作用機構を解析し、効果的な利用技術を開発する。 
（福井県立大学） 

③  イネでの実用技術開発と作用機構解析 

難防除病害であるイネ紋枯病、イネ穂いもち病に対する作用機構を解析し、効

果的な利用技術を開発する。 
（農研機構） 

④  園芸作物での実用技術開発 

新規抵抗性誘導剤を活用できる園芸作物―病害を選定し、イチゴ等の輸出促

進も視野に入れた実用技術を開発する。 
（静岡県農林技術研究所） 

⑤  果樹での実用技術開発 

モモをはじめとした果樹において、新規抵抗性誘導剤の活用できる果樹―病

害を選定し、効果的な利用技術を開発する。 
（農研機構、福島県農業総合センター） 

⑥  実用化に向けた候補薬の初期安全性試験 

農薬 GLP 適合の変異原性試験および初期急性毒性試験を実施し、安全性を確

認する。 
（株式会社アグロデザイン・スタジオ） 

  

５ 最終目標 

新規作用を有する抵抗性誘導剤について、適用できる作物・病害および作用機構

を解明し、初期安全試験を実施することにより、農薬メーカー等での商品化へ向け

た成果のライセンスアウトの実現を目指す。 
 

６ 期待される効果・貢献 

様々な作物で抵抗性誘導剤が使用されることにより、病害の被害を大きく軽減

できる。また、殺菌剤使用量の減少による安全･安心な食の提供、自然環境の環

境保全及び高付加価値農作物の輸出促進に貢献する。 
 

【連絡先 国立大学法人 東京大学大学院農学生命科学研究科 03-5841-5157】 
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